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１．“通れたマップ”実証実験の概要

〇 プローブ情報を活用する前提として、車いす使用者による自らの位置情報の提供、あるいは、一定以上
の測位精度の確保が必要。

〇 プローブ情報に関するヒアリング等調査と並行して、プローブ情報の提供に対する車いす使用者の意識
や測位精度等に関する検証を行うため、“通れたマップ”実証実験を実施。
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 個人情報（障害の内容、位置情報
等）の提供に対する意識

 位置情報等の収集促進のためのイ
ンセンティブ

 プローブ情報のデータ収集密度

 （マップマッチングを行う前提として）
都市部におけるプローブ情報の測
位精度

 測位精度の阻害要因とその程度

等

実証実験での検証事項
GPS衛星

位置情報の記録

障害の内容、
位置情報等
の提供

収集されるプローブ情報のイメージ



実証実験の概要 アプリの走行ログ機能

2-1. 実証実験の概要（公開実証：プローブ情報等の収集）
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 期間 2017年11月下旬～2018年2月
 地域 東京23区内
 参加者 車いす使用者の方
 概要

 スマートフォンアプリを用いて、個人の属性情報と
併せて走行ログ（プローブ情報）等の情報を収集。

 実験参加後にアンケートに回答。
 アプリ WheeLog! （無料、Android/iOS版）
（協力主体：WheeLog!プロジェクト

（NPO法人PADM、島根大学総合理工学研究科））
 Webサイト

http://www.keieiken.co.jp/barrierfree2017/index.html

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_mn_000005.html

〇 プローブ情報等の収集、通れたマップの作成等を通じて、情報収集における課題や情報の精度等につい
て検証するため、車いす使用者に幅広く参加を呼び掛けて公開実証を実施。

〇 事前に協力主体を公募した結果を踏まえ、バリアフリー情報収集アプリ（WheeLog!）を活用し、東京23区
内において車いす使用者によるプローブ情報（走行ログ）等を収集。

〇 車いす使用者への実証実験参加の呼びかけに当たり、障害者団体の事務局の方に会員等への周知に
ご協力いただいた。

実証実験の周知方法

 国交省の報道発表
 国交省、WheeLog!のWebページ等での周知
 障害者団体を通じた会員等への周知

 チラシ等の配布
 Webページ、SNSでの周知

【現時点の走行ログの収集状況】
• データ提供者：約250名

（うち車いす利用者：約120名）

http://www.keieiken.co.jp/barrierfree2017/index.html
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_mn_000005.html


2-2. 実証実験の概要（公開実証：アンケート調査）

4

〇 プローブ情報等の個人情報の提供に対する意識、情報収集に当たってのインセンティブ等を検証するた
め、バリアフリー情報収集アプリによるプローブ情報等の収集と並行して、車いす使用者を含め幅広くアン
ケート調査を実施予定。

アンケート調査の概要 アンケート調査票の配布

 調査期間 2018年1月下旬～2018年2月

 調査対象 車いす使用者を含む一般の方

 調査項目（案）

 基本情報
• 性別、年代、車いすの種類 等

 アプリの利用状況
• アプリの登録時期、投稿・閲覧の頻度 等

 情報の投稿・公開に対する意識
• 情報の投稿・公開の状況、投稿・公開に対する意識等

 投稿促進（インセンティブ）の効果
• ランキング、タイムライン、リクエスト機能等の効果
• 今後の利用意向

 アプリの操作性

 調査方法

 障害者団体等を通じたアンケート調査票の配布・回収
（電子媒体、または、紙媒体）

実証実験Webサイト

アンケート調査票

• 実証実験Webサイトを通じてアンケート調査票の掲載・配布を予定。



2-3. 実証実験の概要（現地検証）
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〇 プローブ情報等の提供に対する車いす使用者の意識等について個別にヒアリングを行うとともに、プロー
ブ情報の測位精度に関する検証を行うことを目的として、車いす使用者の方による現地検証を実施。

〇 過去に歩行空間ネットワークデータを整備済であるエリアのうち、測位精度に影響する建物環境等が異な
る代々木地区及び銀座地区において、規定のルートを移動しながら、現地検証を実施。

〇 現地検証の実施に当たっては、㈱NTTクラルティのご協力により、各地区2名の車いす使用者（及び随行
者）の方にご参加いただいた。

代々木地区（12月7日）

銀座地区（12月12日）

現地検証の際の移動ルート 現地検証の参加者の主な意見

 プローブ情報等を収集する意義や利用目的が明確で、かつ、信頼できる
アプリであれば、プローブ情報等の提供に対して協力しやすくなるのでは
ないか。

 データ提供のインセンティブとして、ポイント等の付与もよいが、他のユー
ザーの意見等を共有できると前向きに参加されるのではないか。

 車いす使用者でも障害の内容や車いすの種類等によって通行できる範囲
が異なるため、そのような情報の収集も必要ではないか。またナビゲーシ
ョン等のサービスでは、障害の程度により通れる道を自由に切り替えられ
るとよい。

 通行できない理由（＝バリア情報）が明確でなくても、通行の可否がわか
るだけでも有用である。



2-4. GPS測位精度の検証方法

〇 プローブ情報を“通れたマップ”として加工する際の前提として、都市部におけるプローブ情報の測位精度
やその阻害要因等について、現状のGPS衛星による測位に対して検証を実施。

〇 既存の歩行者プローブ情報に対してマップマッチングを行って“通れたマップ”を作成する過程を通じて、
マップマッチングに当たっての課題、測位精度の阻害要因等を検証。
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プローブ情報の“通れたマップ”への加工 分析のイメージ
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「WheeLog!」の主な機能等

【参考】 スマートフォンアプリ「WheeLog!」の概要

〇 WheeLog! は、「みんなでつくるバリアフリーマップ」をコンセプトとして、スマートフォンを通じ
て各ユーザーのバリアやバリアフリーに関する経験や知識を共有するためのアプリ。

〇 同アプリでは、走行ログ（プローブ情報）のほか、スポット投稿、つぶやき、リクエスト等の機
能を備えている。（平成29年5月リリース）
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• 車いす使用者の方が利用可
能な施設等（スポット）に関す
る情報を記録・共有

• 地図上で他の車いす使用者
の方が投稿したスポットの内
容を閲覧

NPO法人PADMを中心として下
記のメンバー等が集まって
WheeLog!プロジェクトを推進。

代表：織田友理子氏
（NPO法人PADM（遠位型ミオパチー患者会）
代表）

技術責任者：伊藤史人氏
（島根大学総合理工学研究科機械･電気電
子工学領域助教）

知識責任者：吉藤オリィ氏
（㈱オリィ研究所代表取締役所長）

 WheeLog!プロジェクトHP

https://www.wheelog.com/hp/

メインメニュー スポット投稿機能 つぶやき機能

• アプリユーザーの発見や思っ
たことを地図上にコメントとし
て表示し、ユーザー相互に情
報交換

WheeLog!プロジェクト体制

ウィーログ

https://www.wheelog.com/hp/















